
対応

事務局調整による 本文「「団塊ジュニア」世代が40歳を越え～」 「「団塊ジュニア」世代が、50歳を超えてくることで～」に修正した。

事務局調整による

対市外の転入・転出の状況をより明確にする
ため、東京都・神奈川県に埼玉県・千葉県を
追加して東京圏とし、グラフを純増減の表示
と変更する。

対市外の転入・転出の状況と改め、東京都・神奈川県に埼玉県・千
葉県を追加して東京圏とし、グラフを純増減の表示に変更した。ま
た、併せて文言を修正した。

「国民希望出生率」の表現を用いてページ下部に注釈を追記した。

第１回審議会からの変更点まとめ

NO 頁

1 「昭和40年代に～」に修正した。

変更点・変更理由

事務局調整による
P.3
P.16

2

3

4

P.27
P.32
P.35

本文「高度経済成長期の昭和30～40年代に
かけて～」

各基本目標における関連SDGｓの表示は不
要ではないか。

P.17 事務局調整による
合計特殊出生率1.8が国民希望出生率である
ことを記載するとともに、ページ下部に注釈を
追記する。

事務局調整による （3）第１期高槻市総合戦略の総括

P.8

P.11

各基本目標の関連SDGｓ欄を削除した。委員意見による

未達成であった目標（社会増減数など）にも言及することで、【１】第１
期の成果【２】未達成目標への言及【３】第２期に向けた考え方、とし
て文章構成を修正した。

6

5 P.20
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対応NO 頁 変更点・変更理由

「耐震化アクションプラン」
→「耐震化アクションプラン2017」に修正した。

・タイトルに【新】を表示
・サブタイトルを「～これからの時代を生きる子どもたちに必要な力を
育むために～」に修正
・概要の文章を修正

事務局調整による 「高槻ならではの～」部分を削除した。

『民間建築物の耐震化』の概要記載の文言を
修正する。

8

10

『基本目標と各施策との関係』において、６次産業の内容を記載し
た。

KPIを、『本市域の温室効果ガス排出量（令和12年度までに平成25年
度比で30%削減）』に修正した。

P.29

委員意見による

事務局調整による

P.37 事務局調整による

12 P.34

内容説明に替えて、各基本目標に『基本目標と各施策との関係』の
欄を設けて、各取組と基本目標との関連性を記載した。

13

P.27 ６次産業の内容を計画に含めないのか。

事務局調整による
各取組と基本目標との関連性をよりわかりや
すく記載する。

P.27
P.32
P.35

『ICTを活用した教育の推進』について、次期
教育振興計画（策定中）に合わせて概要を修
正する。

本市の新たな魅力づくりの１つとして、将棋振
興に係る取組を掲載する。

11 P.34 事務局調整による

『小中一貫教育の推進』について、新規施策
であることを表示し、サブタイトルを、第2期教
育振興計画（策定中）に合わせて修正する。
また、概要の文章を修正

『本市域の温室効果ガスの排出量の抑制』に
おけるKPIを、次期たかつき地球温暖化アク
ションプランにおける目標との整合を図るた
め、修正する。

7

9
P.27
P.29

事務局調整による 基本目標１の分野１－１に、「将棋振興の取組」を追加した。



対応NO 頁 変更点・変更理由

※軽微な文言修正等は除く。

「持続可能な都市経営を行うための土地利用を誘導するため～」
→「持続可能な都市経営を行うため～」に修正した。

『基幹管路の耐震化』を基本目標3の分野3－2に移動した。

RPAシナリオ本数（累積）
8本（令和元年度まで）→10本（令和元年度まで）に修正した。

『空家対策の推進』を基本目標3の分野3－3に移動した。16 P.40 事務局調整による

17

15 P.39 事務局調整による
『立地適正化計画に基づく取組の推進』の概
要記載の文言を修正する。

KPI現状値（令和元年度）の修正する。事務局調整によるP.40

14 P.37 事務局調整による
『基幹管路の耐震化』を基本目標3の分野3－
2に移動する。

『空家対策の推進』を基本目標3の分野3－3
に移動する。


